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岐
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一
、
は
じ
め
に

今
治
市
富
田
付
近
の
旧
道
は
条
里
施
行
地
域
に
あ
っ
て
直
線
を
な
し
て
い
る
が
、
空
中
写
真

(
S
I
l六
一
一
-
|
七
X
C
三
1

七
、
そ
の

他
)
で
も
明
白
の
よ
う
に
、
旧
道
を
含
む
条
里
の
一
町
区
画
が
他
の
一
町
区
画
に
較
べ
て
広
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
た
、
そ
の
原
因
が

条
里
施
行
当
時
の
計
測
の
ミ
ス
や
施
行
後
に
一
町
区
画
が
他
の
一
町
区
画
の
一
部
分
を
蚕
食
し
た
場
合
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

し

か

し
、
そ
れ
に
し
て
も
今
治
市
馬
越
か
ら
旦
ま
で
の
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
一
町
区
画
よ
り
広
い
地
割
が
続
く
の
は
な
ん
ら
か
の

南海道の駅路

事
情
、
そ
れ
は
か
つ
て
一
定
の
道
幅
を
も
っ
駅
路
が
廃
止
さ
れ
た
の
ち
に
一
町
区
画
に
蚕
食
・
併
合
さ
れ
、
広
い
一
町
区
画
に
な
っ
た
と

解
さ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
旧
道
に
沿
っ
て
上
徳
の
小
字
「
御
厩
」
が
あ
り
、

し
か
も
そ
の
位
置
が
伊
予
国
府
(
1
〉
に
接
し
て
い
た
と
判
断

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
御
厩
」
に
『
延
喜
式
』
に
記
す
越
智
駅
が
比
定
さ
れ
る
の
も
有
力
な
傍
証
と
な
ろ
う
。
従
っ
て
、
今
治
市
馬
越
・
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旦
間
だ
け
で
な
く
、

四
国
(
阿
波
・
讃
岐
・
伊
予
・
土
左
四
国
を
指
す
、
以
下
同
じ
)
各
地
の
条
里
施
行
地
域
に
お
い
て
、
広
い
一
町
区

画
が
直
線
で
長
く
連
続
す
る
場
合
が
あ
れ
ば
、
駅
路
北
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
が
強
い
。
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き
て
、
そ
の
広
い
一
町
区
画
を
検
出
す
る
基
礎
的
作
業
と
し
て
空
中
写
真
だ
け
で
な
く
、
大
縮
尺
の
地
形
図
を
計
測
す
る
こ
と
も
当
然

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
各
市
町
村
発
行
の
二
千
五
百
分
の
一
地
形
図
を
使
用
し
、
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
五
千
分
の
一
の
国
土

基
本
図
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、

一
町
区
画
と
は
別
に
な
っ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
駅
路
祉
を
余
剰
帯
と
し
て
表
現
し
た
い
。

一
方
、
最
近
空
中
写
真
の
判
読
に
よ
っ
て
台
地
な
ど
に
切
通
し
に
よ
っ
て
直
線
的
路
線
を
と
る
駅
路
が
各
地
で
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

る
の
で
こ
の
方
法
も
取
入
れ
、
さ
ら
に
駅
路
に
関
す
る
地
名
・
伝
承
・
遺
物
・
遺
跡
等
に
つ
い
て
も
留
意
し
、
論
を
進
め
た
い
。

と
こ
ろ
で
、

四
国
の
駅
路
は
『
続
日
本
紀
』
養
老
二
年
五
月
庚
子
条
に
「
土
左
国
言
。
公
私
使
直
指
-Lム
左
↓
而
其
道
経
ニ
伊
予
国
↓
行

程
迂
遠
。
山
谷
険
難
。
但
阿
波
国
。
境
土
相
接
。
往
還
甚
易
。
請
就
-
一
此
国
↓
以
為
ニ
通
路
↓
許
v
之
o
」
、
『
日
本
紀
路
』
延
暦
十
五
年
二
月

丁
亥
条
に
「
勅
。
南
海
路
駅
路
姐
遠
。
使
令
難
v
通
。
因
廃
ニ
旧
路
一
通
二
新
道
ご
と
記
さ
れ
る
内
容
と
、
『
延
喜
式
』
に
記
す
駅
名
の
現
在

地
へ
の
比
定
と
比
較
し
て
、
特
に
土
左
国
に
至
る
駅
路
の
変
遷
が
著
し
く
、
養
老
二
年
ま
で
続
い
た
伊
予
国
を
経
由
し
て
土
左
国
に
至
る

駅
路
が
、
養
老
二
年
か
ら
延
暦
十
五
年
ま
で
阿
波
国
経
由
に
、
延
暦
十
五
年
か
ら
は
伊
予
大
岡
駅
か
ら
立
川
越
え
で
土
左
固
に
至
る
ル
l

ト
に
変
更
し
、

そ
の
翌
年
に
は
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
六
年
正
月
甲
寅
条
に
「
廃
二
阿
波
園
駅
家
口
。
伊
予
国
十
一
。
土
左
国
十
二
4

新

置
ニ
土
左
国
吾
椅
舟
川
(
2
〉
二
駅
ご
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

新
し
い
駅
路
が
整
備
さ
れ
る
と
同
時
に
、

そ
れ
ま
で
続
い
た
伊
予
・
阿
波

固
か
ら
土
左
固
に
至
る
駅
路
が
廃
止
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
駅
路
が
具
体
的
に
ど
こ
を
通
っ
て
い
た
の
か
、

ま
た
、
廃
止
さ
れ

た
駅
路
は
伊
予
・
阿
波
二
国
か
ら
土
左
国
に
至
る
駅
路
の
み
で
あ
っ
た
の
か
興
味
あ
る
問
題
点
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
廃

止
さ
れ
た
駅
路
に
つ
い
て
も
伊
予
・
土
左
・
阿
波
国
の
順
で
述
べ
て
み
た
い
。

一一、

『
延
喜
式
』
時
代
の
駅
路



(1) 

阿
波
国

『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
阿
波
国
は
石
隈
・
郡
頭
二
駅
で
小
路
の
規
定
通
り
各
五
疋
と
な
っ
て
い
る
。
石
隈
駅
の
遺
称
名
は
存
在
し
な

い
が
、
石
隈
駅
が
淡
路
固
に
至
る
波
津
の
機
能
を
併
置
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
、
干
拓
地
名
の
多
い
南
浜
に
接
す
る
木
津
が
古
津
の
転

批ハ
3
〉
と
み
ら
れ
、
す
で
に
古
墳
時
代
か
ら
海
陸
交
通
の
要
街
地

τ)で、
古
代
に
は
旧
吉
野
川
の
河
口
付
近
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

従
っ
て
木
津
に
石
隈
駅
を
比
定
す
る
の
が
最
適
で
あ
ろ
う
。
木
津
か
ら
西
に
延
び
る
直
線
状
の
旧
道
は
原
地
付
近
か
ら
屈
折
す
る
が
、
そ

の
ま
ま
西
に
の
ば
す
と
、

鳴
門
市
姫
田
・
山
路
の
山
麓
に
検
出
さ
れ
る
条
里
地
割
の
余
剰
帯
ハ
5
〉
に
つ
ら
な
る
の
で
、

旧
道
と
余
剰
帯
を

結
ぶ
線
が
駅
路
祉
と
判
断
さ
れ
る
。
山
路
か
ら
西
で
は
山
麓
に
沿
っ
て
池
ノ
谷
に
達
し
、
こ
こ
か
ら
は
北
十
度
西
を
指
す
条
里
地
割
に
余

剰
帯
が
確
認
さ
れ
、
非
条
里
地
域
で
も
直
線
で
進
ん
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、
金
光
明
寺
廃
寺
祉
を
通
り
大
寺
に
達
す
る
。
こ
の
間
、
板
東
谷

川
左
岸
の
一
一
周
端
(
湧
水
帯
あ
り
)

そ
の
南
の
条
里
施
行
地
域
に
「
熊
ノ
郡
」
が
あ
り
、
板
野
郡
家
が
恕
定
さ

に
板
東
の
小
字
「
采
女
」
、

れ
る
。
「
采
女
」
は
板
野
郡
司
ハ
6
〉
が
采
女
を
朝
延
に
買
上
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
采
女
・
嘉
蔵
・
辻
見
堂
」

帯
は

須
恵
器
の
散
布
地
で
、
「
辻
見
堂
(
板
東
駅
の
南
二
町
ど
か
ら
は
珍
ら
し
く
子
持
勾
玉
門
7
〉
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

池
ノ
谷
か
ら

板
東
に
か
け
て
の
山
麓
は
板
野
郡
で
も
古
墳
の
最
も
集
中
し
て
い
る
地
域
(
8
U

で
、
す
で
に
古
墳
時
代
か
ら
旧
吉
野
川
下
流
左
岸
の
中
心

市海道の駅路

地
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

さ
ら
に
郡
頭
橋
が
あ
り
、

大
寺
に
郡
頭
駅
が
比
定
さ
れ
る
の
は
確
実
で
あ

さ
て
、
郡
頭
駅
で
あ
る
が
、
大
寺
の
小
字
に
「
郡
頭
」
、

る
。
郡
頭
は
国
府
津
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
、
当
然
阿
波
国
府
に
至
る
支
路
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
一
図
に
示
し
た
よ
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う
に
、
大
坂
峠
か
ら
下
っ
て
き
た
旧
道
の
直
線
区
間

(
A
i
C
)
に
池
ノ
谷
か
ら
北
十
度
西
の
直
線
を
延
長
し
た
場
合
は
C
点
に
達
す
る

が、

C
点
か
ら
さ
ら
に
直
線
で
南
下
さ
せ
る
と
「
郡
頭
」
の
北
東
か
ら
高
樹
付
近
の
条
里
地
剖
に
沿
い
吉
野
川
を
渡
っ
て
、

そ
の
右
岸
に
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--想定駅路(余剰帯)

一一里界線

B 
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駅
展
開
す
る
名
東
郡
条
里
の
坪
界
線
(
9
〉
に
出
て
、

欄
の
西
端
中
央
部
に
達
す
る
。
し
か
も
こ
の
坪
界
線
に
余
剰
帯
が
確
認
さ
れ
る
こ
と

焼
か
ら
、
第
一
図
の

C
点
か
ら
南
下
し
た
駅
路
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
国
街

木
下
白
)
の
想
定
す
る
阿
波
国
府

に
は
第
二
図
の

A
点
(
東
西
の
里
界
線
)

か
ら
達
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図第
郡
頭
駅
は
想
定
駅
路
の
分
岐
点
と
み
ら
れ
る
第
一
図
の

B
点
が
位
置
的
に
は
最
適

想定駅路と想定阿波国

府

で
あ
る
が
、
郡
頭
(
国
府
)
津
が
示
す
よ
う
に
河
港
を
兼
ね
て
い
た
可
能
性
が
強

く
、
こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
大
坂
谷
川
に
沿
う
「
郡
頭
」
に
比
定
す
る
の
が
最
も

妥
当
で
あ
ろ
う
。

(2) 

讃
岐
国

『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
讃
岐
国
は
引
田
・
松
本
・
三
諮
・
河
内
・
聾
井
・
杵

第 2図

田
六
駅
で
、
小
路
の
規
定
よ
り
一
匹
少
な
い
各
四
疋
と
な
っ
て
い
る
。
引
田
駅
は

引
田
町
馬
宿
が
そ
の
遺
称
地
と
み
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
比
定
は
困
難
で
あ
る
。

馬
宿
の
東
・
西
に
は
局
地
的
な
条
里
地
割
が
検
出
さ
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
余
剰
帯
は
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
駅
路
は
お
そ
ら
く
海
岸

近
く
を
進
ん
で
、
小
海
川
・
中
山
池
沿
い
に
西
進
し
白
鳥
町
に
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
白
鳥
町
湊
川
流
域
に
は
北
二
十
四
度
東
を
指
す
条

里
地
割

2
uが
あ
り
余
剰
帯
も
確
認
さ
れ
、

」
れ
が
駅
路
祉
と
判
断
さ
れ
る
。

お
そ
ら
く
駅
路
を
通
る
人
々
に
そ
の

こ
こ
で
は
余
剰
帯
の
東
端
で
あ
る
白
鳥
の
小
字
「
城
泉
」

か
ら
南
東
に
屈
折
し
、
新
池
ま
で
直
線
に
連
む
小
径
に
式
内
社
白
鳥
神
社
の
御
旅
所
が
沿
う
の
は
、

位
置
を
示
す
た
め
で
あ
ろ
う
。
湊
川
左
岸
に
は
駅
路
祉
と
み
ら
れ
る
直
線
状
の
道
路
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
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o 6 121町
一ー

大
内
町
の
与
田
・
番
屋
川
の
流
域
に
は
北
八
・
五
度
東
を
指
す
条
里
地
割
自
〉
が
あ
り
、

余
剰
帯

も
確
認
さ
れ
、
こ
れ
が
駅
路
祉
と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
、
大
谷
・
壬
生
付
近
で
は
想
定
駅
路
が
旧
道

と
一
致
す
る
。

讃
岐
平
野
で
は
大
川
町
の
富
田
中
付
近
か
ら
寒
川
・
長
尾
・
三
木
三
町
を
へ
て
高
松
市
に
入
り
、

讃岐国寒川・三木郡の想定駅路

高
松
市
西
端
の
御
厩
白
〉
に
か
け
て
延
々
約
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
余
剰
帯
が
確
認
さ
れ
、
こ

れ
が
駅
路
祉
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
一
直
線
で
は
な
く
、

ほ
ぼ
南
北
と
北
十
一
度
東
を
指
す
条
里
地
割

が
三
木
町
高
岡
付
近
で
接
す
る
た
め
、
条
里
地
割
に
沿
う
想
定
駅
路
も
第
四
図
に
示
し
た
よ
う
に

A

点
で
屈
折
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

一
町
方
格
の
土
地
割
は
想
定
駅
路
で
は
連
続
せ
ず
、
そ
の
南

里
の
里
界
線
で
連
続
し
て
い
る
の
に
注
目
し
た
い
。
英
、
川
・
一
二
木
・
山
田
・
香
川
郡
境
は
い
ず
れ
も

里
界
線
や
坪
界
線
に
よ
る
直
線
状
の
郡
境
を
な
し
、
高
重
ハ
M
〉
の
条
里
復
原
に
よ
れ
ば
四
郡
と
も
想

定
駅
路
が
里
界
線
と
一
致
す
る
。

第3図

さ
て
、
松
本
駅
で
あ
る
が
遺
称
名
も
な
く
、
そ
の
比
定
が
困
難
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
田
面
か
ら

富
田
中
付
近
に
か
け
て
で
あ
ろ
う
。
第
三
図
に
示
し
た
よ
う
に
須
恵
器
の
散
布
す
る
地
点
が
多
く
、

近
く
に
は
讃
岐
国
最
大
の
前
方
後
円
墳
も
あ
る
な
ど
注
目
さ
れ
る
が
決
め
手
を
欠
く
。
ま
た
、
寒
川

郡
家
に
つ
い
て
も
手
懸
り
が
な
い
。
想
定
駅
路
に
畏
尾
寺
廃
寺
祉
が
沿
う
。
な
お
、
寒
川
郡
の
条

里
自
〉
は
戸
祭
ハ
凶
〉
が
図
示
し
た
よ
う
に
十
六
条
で
終
っ
て
い
た
と
判
断
し
た
い
。

宮
本
川
郡
に
続
く

木
R
u
・
山
田
二
郡
の
郡
家
も
晶
子
懸
り
が
な
い
。
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ーー l日村境

ーっj、字の範囲
L一一一一一一一一一一

讃
岐
国
府
付
近
は
地
割
が
乱
れ
、

三
難
駅
は
高
松
市
三
谷
が
そ
の
遺
称
名
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
比
定
は

容
易
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
日
山
の
北
、
条
里
で
は
七
条
と
八
条
の
境
で

三木郡東部の条里地割と想定駅路

想
定
駅
路
に
沿
う
加
魔
羅
神
社
(
第
五
図
の

A
)
付
近
で
は
な
い
だ
ろ
う

ち
ぎ
り

か
。
仏
生
山
の
北
で
は
想
定
駅
路
に
勝
神
社
の
品
)
御
旅
所
(
第
五
図
B
)
、

そ
の
西
で
は
讃
岐
国
一
宮
の
田
村
神
社
白
〉
が
、
そ
れ
ぞ
れ
沿
う
。

讃
岐
平
野
で
は
想
定
駅
路
の
う
ち
条
里
で
は
寒
川
郡
の
八
条
か
ら
山
田

都
の
四
条
ま
で
、
香
川
郡
の
七
条
か
ら
十
一
条
ま
で
が
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
道

に
踏
襲
さ
れ
、
そ
の
割
合
は
余
剰
帯
の
三
分
の
一
に
な
る
。

御
厩
か
ら
西
は
六
ツ
目
山
の
北
を
へ
て
阿
野
郡
に
達
し
た
と
み
ら
れ

る
。
国
分
寺
町
に
は
真
北
を
指
す
条
里
地
割
が
あ
り
、
余
剰
帯
が
彦
四
郎

池
の
西
南
か
ら
木
津
川
に
か
け
て
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
西
で
は
は
っ
き
り

第4図

し
な
い
が
新
名
・
柏
原
の
旧
村
境
を
直
線
で
西
に
の
ば
す
と
関
ノ
池
の
南

を
通
り
綾
坂
に
達
す
る
の
で
、
こ
の
旧
村
境
と
そ
の
延
長
線
が
駅
路
祉
で

あ
ろ
う
。

綾
坂
を
越
え
鞍
川
流
域
に
達
し
た
駅
路
に
つ
い
て
は
木
下
翁
〉
が
述
べ

て
い
る
。
綾
川
流
域
に
は
北
二
四
度
を
指
す
条
里
地
割
が
展
開
す
る
が
、

余
剰
帯
の
確
認
は
困
難
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
綾
川
流
域
の
条
里
に
つ
い
て
出
石
宜
〉
は
通
称
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一ト里界線

ーー里界線と一致する i
|日村士克

式内主i

讃岐国山田・香川郡の想定駅路

鵬
名
の
調
査
を
し

慌
て
里
界
線
を
復

恥

原

し

て

い

る

闘
が
、
東
西
の
里

讃図
界
線
が
一
町
誤

剃
っ
て
い
る
。
そ

の
原
因
は
通
称
名
の
位
置
確
認
が
寸
分
で
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
の
調

母
H
A

1
ベ
1
1
4円後

寺

墳

方

廃

古

前

干干

足
-
"

査
で
出
石
と
異
な
る
の
は
六
ノ
坪
(
坪
並
で
は
六
・
三
十
一
ノ
坪
)
・
東
九
ツ

(
坪
並
で
は

八
・
九
ノ
坪
)
・
西
九
ツ

(
坪
で
は
七
ノ
坪
)

で
、
第
六
図
に
示
し
た
通
称
名
の
位
置
か
ら
、

東
南
隅
を
一
ノ
坪
、
東
北
隅
を
三
十
六
ノ
坪
と
す
る
千
鳥
式
で
、
讃
岐
平
野
と
同
じ
坪
並
に

な
る
。
こ
の
場
合
、
林
田
・
高
屋
、
鴨
部
・
松
田
、
鴨
部
・
高
屋
の
旧
村
境
が
里
界
線
と
一

第5図

致
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
復
原
さ
れ
た
旦
界
線
を
想
定
讃
岐
国
府
域
に
の
ば
す
と
想
定
駅
路

が
里
界
線
と
一
致
す
る
。
木
下

auは
想
定
国
府
域
の
中
軸
線
(
里
界
線
に
一
致
)
か
ら
総

社
付
近
の
国
府
外
港
に
至
る
地
方
的
官
道
を
想
定
し
て
い
る
が
、
途
中
に
式
内
社
の
鴨
神
社

が
沿
う
の
も
興
味
深
い
。
し
か
し
余
剰
帯
は
確
認
さ
れ
な
い
。

城
山
の
山
腹
自
〉
を
通
っ
た
と
み
ら
れ
る
駅
路
は
額
坂
に
達
し
飯
山
町
に
入
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
川
原
の
小
字
「
梅
小
路
」
か
ら
丸
亀
・
善
通
寺
二
市
に
か
け
て
延
々
約
十
キ
ロ
メ

i
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ト
ル
に
及
ぶ
余
剰
帯
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
が
駅
路
却
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
余
剰
帯
は
第
七
図
に
も
示
し
た
よ
う
に
鵜
足
郡
を
除
く
と
、

那
珂
・
多
度
二
郡
で
は
大
部
分
が
旧
村
境
に
利
用
さ
れ
、
「
古
来
の
重
要
な
線
」
(
告
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
。

さ
て
、
鵜
足
郡
の
条
里
に
つ
い
て
高
重
(
お
U

は
残
存
地
名
か
ら
条
は
八
条
ま
で
で
あ
っ
た
と
断
定
し
て
い
る
が
里
界
線
に
つ
い
て
は
述

べ
て
い
な
い
。
坪
付
小
字
名
は
西
坂
元
の
小
字
「
五
ノ
坪
(
地
積
約
八
町
ど
だ
け
で
坪
並
の
復
原
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
実
地
踏

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
第
七
図
に
示
し
た
よ
う
に
上
法
軍
寺
に
通
称
「
一
ノ
坪
」
、
川
原
に
通
称
「
八
ノ
坪
」
、
地
図
外
で
は
丸
亀
市
川
古

に
通
称
「
八
ノ
坪
」
が
確
認
さ
れ
た
。
通
称
名
は
少
な
い
が
、
通
称
「
一
ノ
坪
」
の
東
を
南
北
に
上
法
軍
寺
・
富
熊
の
旧
村
境
が
三
里
続

き
、
し
か
も
鵜
足
・
那
珂
郡
境
か
ら
数
え
て
五
里
で
あ
る
点
を
重
視
し
て
坪
並
を
考
察
す
る
と
、
東
南
隅
を
一
ノ
坪
、
東
北
隅
を
三
十
六

ノ
坪
と
す
る
千
鳥
式
に
な
り
、
前
掲
の
「
一
ノ
坪
」
は
坪
並
の
一
ノ
坪
、
川
原
の
「
八
ノ
坪
」
は
坪
並
の
七
・
八
ノ
坪
と
な
る
。
こ
の
場

合
、
想
定
駅
路
が
里
界
線
を
通
り
、
西
坂
元
・
飯
野
の
旧
村
境
が
里
界
線
に
一
致
す
る
。
な
お
、
想
定
駅
路
に
上
車
橋
島
〉
(
第
七
図
・

上
口
山
)
が
沿
う
の
は
車
の
利
用
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
郡
家
は
土
器
の
小
字
「
郡
屋
」
で
あ
ろ
う
。

那
珂
郡
の
条
旦
に
つ
い
て
は
高
重
〈
幻
)
が
旧
村
境
の
六
町
間
隔
に
注
目
し
て
南
北
の
里
界
線
を
復
原
し
て
い
る
が
、

東
西
の
里
界
線
も

戸
祭
詰
)
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

旧
郡
家
・
一
二
条
村
境
か
ら
復
原
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
が
旧
原
田
・
大
林
村
境
に
も

注
目
し
た
い
。
念
の
た
め
実
地
踏
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
第
七
図
に
記
入
し
た
よ
う
に
、
三
条
に
通
称
「
一
ノ
呼
(
坪
並
で
は
一
・
十
一
ノ

坪
」
、
「
六
ノ
坪
(
坪
並
で
は
六
ノ
坪
)
」
、
郡
家
に
通
称
「
七
ノ
坪
(
坪
並
で
は
七
ノ
坪
)
」
が
確
認
さ
れ
、
坪
並
は
鵜
足
郡
と
同
じ
で
、

旧
村
境
か
ら
推
察
し
た
東
西
・
南
北
の
里
界
線
が
正
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
鵜
足
・
那
珂
郡
境
が
二
郡
の
里
界
線
に
も
な
り
、
想

定
駅
路
が
那
珂
郡
で
も
里
界
線
を
通
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
お
、
那
珂
郡
家
は
郡
家
の
小
字
「
重
元
(
第
七
図
ム
点
)
」
か
ら
明
治
の

末
頃
古
瓦
が
水
田
か
ら
多
量
に
出
土
し
た
地
点
ハ
鈎
)
が
有
力
で
あ
る
。
近
く
に
は
奈
良
時
代
前
期
の
創
建
と
み
ら
れ
る
宝
憧
寺
廃
寺
祉
が
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あ
る
。多

度
郡
で
も
想
定
駅
路
記
〉
が
里
界
線
に
一
致
す
る
が
、
香
色
山
の

讃岐国鵜足・那珂・多度郡の想定駅路

山
麓
か
ら
は
西
南
に
屈
折
し
大
日
峠
を
越
え
て
三
野
郡
に
達
し
た
の
で

E 

• 
数字は通称月三付小学名

ーーーー・・・皇界線と一致×
する!日村境

あ
ろ
う
。
香
色
山
か
ら
鶴
ケ
峯
に
か
け
て
七
つ
の
前
方
後
円
墳
を
始

め

多
く
の
円
墳
が
集
中
自
)
し
、

古
墳
時
代
か
ら
金
倉
川
流
域
の
中

rt!廃寺----想定駅路
(余剰帯)

心
を
な
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
奈
良
時
代
創
建
と
み
ら
れ
る

仲
村
廃
寺
社
、
佐
伯
直
氏
の
氏
寺
で
あ
る
善
通
寺
も
こ
れ
ら
の
古
墳
近

く
に
位
置
し
、
律
令
時
代
も
善
通
寺
一
帯
が
多
度
郡
の
中
心
地
で
あ
っ

た
と
み
な
さ
れ
る
が
、
郡
家
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

さ
て
、
寵
井
駅
(
詔
の
警
が
護
棺
・
須
恵
器
・
土
師
器
な
ど
の
生
産

第7図

地
と
無
関
係
で
な
い
と
す
れ
ば
、
善
通
寺
の
小
字
「
宮
ケ
尾
」
に
通
称

「
瓦
谷
」
と
呼
ば
れ
る
地
区
が
あ
り
、
こ
の
付
近
に
は
第
七
図
に
示
し

た
よ
う
に
須
恵
器
を
多
量
に
出
土
し
た
地
点
(
×
点
)
が
あ
る
の
で
、

華
山
井
駅
も
こ
の
付
近
に
比
定
さ
れ
よ
う
。

159 

め
余
剰
帯
の
確
認
は
困
難
で
あ
る
が
、
直
線
に
の
び
る
旧
道
が
駅
路
祉
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

三
野
郡
で
は
上
高
瀬
か
ら
勝
聞
に
か
け
て
条
里
地
割
が
散
在
す
る
た

財
団
川
流
域
か
ら
伊
予
国
境
に
か
け
て
の
駅
路
に
つ
い
て
筆
者
(
犯
〉
は
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
要
点
と
そ
の
後
の
調
査
で
判
明
し
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i
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一一-想定郷境
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讃岐国三野・刈田

郡の想定駅路

第8図

た
点
を
記
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
三
野
・
刈
田
郡
境
は

刈
田
郡
か
ら
み
れ
ば
、
条
旦

の
里
界
線
に
も
一
致
す
る
直

線
状
の
郡
境
で
、
想
定
駅
路

る
。
従
っ
て
同
じ
条
里
区
に
属
す
る
三
野
郡
の
想
定
駅
路
も
讃
岐
・
丸
亀
平
野
問
団
体
に
里
界
線
に
一
致
す
る
と
判
断
し
て
差
支
え
な
い
だ

も
南
北
の
里
界
線
に
一
致
す

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
岡
本
の
小
字
「
六
ノ
坪
」
は
坪
並
の
六
ノ
坪
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
高
野
・
岡
本
旧
村
境
が
想
定
駅
路

音
寺
・
妙
音
寺
廃
寺
祉
が
沿
う
の
も
、
こ
の
地
を
開
発
し
た
忌
部
氏
(
忌
部
神
社
あ
り
)

に
沿
う
の
も
里
界
線
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
想
定
間
航
路
に
沿
っ
て
奈
良
時
代
の
創
建
と
み
ら
れ
る
道

郡
家
は
三
野
町
の
郡
池
付
近
で
あ
ろ
う
。

の
有
力
な
拠
点
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
三
野

さ
て
、
杵
田
駅
は
『
和
名
抄
』
に
記
す
杵
田
郷
と
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、

旧
杵
田
村
が
そ
の
遺
称
地
で
あ
る
。
筆
者
は
中
世

の
古
文
書
か
ら
杵
田
郷
域
を
想
定
し
、
条
里
で
五
条
七
里
か
六
条
七
里
に
駅
が
比
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
た
が
、
そ
の
後
の

調
査
で
粟
井
の
小
字
「
一
ノ
坪
(
第
八
図
の

A
点
ご
に
郡
司
館
が
あ
っ
た
と
の
伝
承
を
知
っ
た
。
こ
の
位
置
が
想
定
駅
路
と
五
条
七
里

-
六
条
七
里
に
近
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

(3) 

伊
予
国

『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
伊
予
国
は
大
岡
・
近
井
・
新
居
・
周
敷
・
越
智
・
山
背
六
駅
で
、
小
路
の
規
定
通
り
各
五
疋
と
な
っ
て
い



る
。
大
岡
駅
は
土
左
固
に
至
る
駅
路
の
分
岐
点
と
み
ら
れ
、
川
之
江
市
金
生
川
河
口
に
近
い
城
山
を
西
の
大
岡
、
東
の
山
を
東
の
大
岡
と

呼
ん
で
い
た
の
で
川
之
江
市
に
比
定
さ
れ
る
の
は
疑
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
金
生
川
左
岸
か
ら
伊
予
三
島
市
に
か
け
て
北
四
十
一
度
西
を

と
一
致
す
る
。

指
す
条
里
地
割
が
あ
り
余
剰
帯
も
認
め
ら
れ
、
こ
れ
が
駅
路
祉
と
判
断
さ
れ
る
が
、
旧
道
(
第
九
図
の

F
l
G
問
、
全
体
で
は
三
コ
一
町
)

め
ん
ど
り

さ
て
、
大
岡
駅
を
妻
烏
の
小
字
「
松
木

(
A点)」

に
比
定
す
る
説

auが
あ
る
が
、

こ
れ
は
「
松
木
」
を
駅
次
・
馬
継
の
転
批
と
判

断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
筆
者
が
調
べ
た
伊
予
固
に
は
「
松
木
」
地
名
が
多
く
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

「
馬
木
」
地

名
も
同
様
で
あ
る
。

川
之
江
市
で
「
松
木
・
馬
木
」
地
名
は
第
九
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
妻
烏
に
「
松
木
・
東
松
木

(
B点
)
」
、
金
生
下
分
に
小
字
「
馬
木

(
D点
)
・
松
木

(
C点
ど
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
想
定
駅
路
か
ら
三

t
四
町
離
れ
、

か
な
り
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
金
生
下
分
の

金
生
下
分

「
松
木
」
に
は
横
穴
式
古
墳
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
が
、
付
近
一
帯
で
須
恵
器
・
土
師
器
の
散
布
地
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
想

定
駅
路
に
接
す
る
「
大
長
地
」
に
奈
良
時
代
の
創
建
と
み
ら
れ
る
宝
蔵
寺
廃
寺

南海道の駅路161 

想定大岡駅と駅路

(
金
生
下
分
の
小
字
に
「
宝
蔵
寺

(
E点
)
」
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
名
称
を
つ
け

た
)
祉
が
あ
り
、
後
述
す
る
近
井
・
周
敷
駅
想
定
地
近
く
に
も
廃
寺
が
存
在
す

る
事
例
と
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
廃
寺
付
近
が
大
岡
駅
で
あ
っ
た
可
能
性

が
強
く
、
そ
の
場
合
に
は
「
馬
木
」
地
名
は
有
力
祝
さ
れ
る
。
宇
摩
郡
家
の
子

第g図

懸
り
は
存
在
し
な
い
。
伊
予
三
島
市
か
ら
西
で
は
海
岸
近
く
の
山
麓
を
通
り
、

津
根
の
式
内
社
村
山
神
社
近
く
を
へ
て
近
井
駅
に
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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近
井
駅
が
土
居
町
の
土
居
付
近
に
比
定
さ
れ
る
と
と
は
、
こ
の
付
近
一
帯
が
近
世
ま
で
近
井

郷
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
第
十
図
に
示
し
た
よ
う
に
土
居
に
は
条
里

地
割
が
あ
り
余
剰
帯
も
確
認
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
が
駅
路
祉
と
判
断
さ
れ
る
が
旧
道
、

さ
ら
に

は
土
居
・
入
野
の
旧
村
境
に
も
一
致
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
想
定
駅
路
に
沿
う
中
村
の
小
字

「
大
道
上
」
の
東
端
中
央
付
近
を
通
称
「
松
ノ
木

(
A点
)
」
と
い
い
、
そ
の
北
七
町
に
奈
良
時

代
の
創
建
と
み
ら
れ
る
唄
寿
院
廃
寺
祉
、
そ
の
南
二
町
に
は
井
ノ
森
の
泉
(
×
点
)
が
あ
り
、

第10図

駅
比
定
地
と
し
て
は
有
力
で
あ
る
。

新
居
郡
で
は
新
居
浜
市
池
田
か
ら
岸
ノ
下
に
か
け
て
延
々
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
直
線
状

の
旧
道
が
駅
路
を
踏
襲
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
旧
船
木
・
角
野
・
泉
川
の
旧
村
境
に
も
利
用
さ

東
大
寺
の
伊
予
国
新
井
庄
の
四
至
(
き
に
南
限
が
駅
路
に
な
っ
て
い
た
の
は
四
至
を
限
る
の
に
便
利
が
よ
か
っ
た
か

廃寺

.oi勇水地

×散布地

古墳

れ
て
い
た
。

ま
た
、条
里
地
割
は
尻
無
川
流
域
の
土
橋
付
近
か
ら
国
領
川
下
流
域
に
か
け
て
展
開
し
、

坪
並
は
池
内
自
〉
が
復
原
し
た
通
り
で

ら
で
あ
ろ
う
。

あ
る
が
、
想
定
駅
路
は
条
里
地
割
の
南
限
よ
り
二
町
程
南
を
通
り
、
条
旦
の
方
位
と
一
致
し
な
い
。
新
居
駅
の
遺
称
名
は
存
在
し
な
い

ーー・・想定駅路

一旦界線と一致

寸ーする旧村境
里界線

Fと

e 

伊予国新居郡

の想定駅路

第11図

が
、
想
定
駅
路
よ
り
八
町
離
れ
た
中
村
の
小
字
「
東
松
木

(
第
十
一
図
の

A
点
)
・
西
松
木

(
B点
)
」
は
有
力
で
あ

る
。
そ
れ
は
「
西
松
木
」
の
西
南
一
町
に
湧
水
地
、
「
東

松
木
」
の
北
六
町
に
奈
良
時
代
の
創
建
と
み
ら
れ
る
河
内

廃
寺
祉
が
あ
り
、
近
く
に
は
土
師
器
・
須
恵
器
の
包
含
地



が
確
認
(
×
点
)
さ
れ
〈
ざ
、

河
内
廃
寺
祉
付
近
が
律
令
時
代
の
中
心
地
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
、

と
同
所
か
近
接
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
岸
ノ
下
か
ら
小
松
町
東
部
に
か
け
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

郡
名
を
負
う
新
居
駅
も
郡
家

道
前
平
野
に
は
中
山
川
右
岸
か
ら
大
明
神
川
に
か
け
て
北
四
一
度
西
を
指
す
条
里
地
割
が
あ
り
余
剰
帯
も
認
め
ら
れ
、
こ
れ
が
駅
路
祉

ノ
上

(
A点
)
」
が
沿
う
の
も
有
力
な
傍
証
と
な
る
。

と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
想
定
駅
路
に
沿
っ
て
吉
田
の
小
字
「
大
道
(
第
十
二
図
の

C
点
)
」
、
国
安
の
小
字
「
大
道
ノ
下

(
B点
)
・
大
道

伊
予
国
北

条
郷
内
得
楽
名
内
相
勢
内
田
地
事

供
米
反
別
五
升
也

さ
ら
に
『
観
念
寺
文
書
』
(
ぎ
建
徳
二
年
二
月
十
三
日
条
に
「
(
前
略
)

限
西

合
弐
反
者

三
嶋
不
動
供
図
放
田
也

類
地

四
至

限
東
大
道

限
南
類
地

限
北
類
地
(
後
略
)
」
と
記
さ
れ
る
地
域
は
第
十
三
図
に
示
し
た
北
条
の
旧
飛
地
の
小
字
「
富
岡
」
付
近
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
こ

こ
に
三
島
神
社
が
祭
杷
さ
れ
、
し
か
も
想
定
駅
路
に
沿
う
か
ら
で
あ
る
。
四
至
に
記
す
「
大
道
」
が
駅
路
を
指
す
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
坪
並
は
北
西
隅
を
一
ノ
坪
、
南
西
隅
を
三
十
六
ノ
坪
と
す
る
千
鳥
式
翁
〉
で
、
想
定
駅
路
は
里
界
線
と
一
致
す
る
。
一
方
の
桑
村
郡
は

壬
生
川
の
小
字
「
市
ノ
坪
」
だ
け
で
復
原
が
で
き
な
い
が
、
旧
明
理
川
・
円
海
寺
村
域
が
方
六
町
で
旦
界
線
が
容
易
に
推
測
で
き
る
。
念

の
た
め
実
地
踏
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
明
理
川
の
小
字
「
横
行
」
に
通
称
コ
一
ノ
坪
・
三
ノ
坪
(
第
十
二
図
の
数
字
)
」
が
確
認
さ
れ
、

坪
並
ハ
幼
〉
は
周
敷

南海道の駅路

:一“ーー里界線と一致

すあ旧村場

二=ど想定駅路
(余剰'市)

-ーー..ノi、字境

式内社

一---t部境

廃寺
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桑村郡の想定

駅路

第12図

郡
と
同
じ
で
、
桑

村
・
周
敷
郡
境
が

二
郡
の
里
界
線
に

も
一
致
す
る
直
線
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一

帰

一

司
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ノ
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一

t

)
一
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品
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状
の
郡
境
と
判
明
し
た
。
し
か
し
南
北
の
里
界
線
に
は
二
町
の
組
踊
が
あ
り
、
桑
村
郡
で
は
想

定
駅
路
が
里
界
線
と
は
一
致
し
な
い
。

さ
て
、
周
敷
駅
が
東
予
市
周
布
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
『
延
喜
式
』
に
よ
れ

ば
、
周
敷
駅
の
私
号
を
「
榎
井
」
と
い
い
、
こ
れ
は
「
カ
イ
」
と
も
読
め
る
の
で
、
周
布
の
小

字
「
貝
田
」
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
く
に
は
式
内
社
の
周
敷
神
社
、
須
恵

器
の
散
布
地
、
奈
良
時
代
前
期
の
創
建
ハ
包
と
み
ら
れ
る
蓮
生
寺
廃
寺
社
も
あ
る
。
ま
た
、

「
貝
田
」
か
ら
は
布
目
瓦
を
多
量
に
出
土
し
た
地
点
を
周
敷
郡
家
に
想
定
す
れ
ば
、
郡
名
を
負

う
周
敷
駅
は
「
員
田
」
に
比
定
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
。

大
明
神
川
か
ら
以
北
で
は
北
二
度
西
を
指
す
条
里
地
割
が
展
開
し
余
剰
帯
も
確
認
さ
れ
、
こ

は
「
久
ノ
坪
」
を
九
ノ
坪
と
し
て
里
界
線
を
示
し
た
)
。
こ
こ
で
は
奈
良
時
代
の
創
建
と
み
ら
れ
る
道
安
寺
が
想
定
駅
路
に
沿
う
こ
と
に

れ
が
駅
路
祉
と
判
断
さ
れ
る
が
里
界
線
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
(
第
十
二
図
に

注
目
し
た
い
。
越
智
郡
に
は
医
王
山
越
え
で
達
し
た
と
み
ら
れ
る
。

越
智
郡
の
想
定
駅
路
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
述
べ
た
の
で
繰
返
さ
な
い
が
、
片
山
の
復
原
門
告
し
た
里
界
線
と
想
定
駅
路
は
一
致
し
な

北
西
か
ら
北
に
伸
び
る
道
路

(
E
l
I
)

ぃ
。
越
智
駅
を
上
徳
の
小
字
「
御
厩
」
に
比
定
し
、
伊
予
国
府
を
方
六
町
(
第
十
五
図
の

A
l
B
l
c
i
D
)
と
す
れ
ば
、
「
御
厩
」
の

は
国
街
域

(
E
1
F
I
G
-
H
の
方
二
町
)
を
東
西
に
二
分
す
る
南
北
中
軸
線
と
な
る
が
、
そ

の
延
長
上
に
拝
志
の
小
字
「
厩
町
」
が
沿
う
。
こ
の
地
名
も
駅
に
関
連
す
る
と
す
れ
ば
、
駅
戸
集
落
の
名
残
り
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
な
お
、
「
惣
座
ケ
内
」
は
総
社
と
関
連
す
る
地
名
か
注
目
し
て
お
き
た
い
。



南海道の駅路

皇前方前円墳

11式内社

一小字境---想定駅路(余剰帯)

a廃寺ート呈界線

疋
と
な
っ
て
い
る
。
『
日
本
後
紀
』

越
智
郡
家
は
『
和
名
抄
』
に
記
す
給
理
郷
に
比
定
さ
れ
る
が
、
具
体
的
位
置
と
な
る
と
容
易

で
は
な
い
。
し
か
し
給
理
郷
域
と
推
定
さ
れ
る
中
寺
(
第
十
四
図
の
中
寺
目
地
点
)

に
周
辺
の

条
里
地
割
と
異
な
る
地
割
が
約
三
町
あ
り
、
こ
こ
か
ら
布
目
瓦
、
廃
寺
の
礎
石
が
出
て
お
り
、

伊予国濃満・越智郡の想定駅洛

こ
こ
が
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
十
七
に
記
す
「
(
前
略
)
於
v
是
越
智
直
言

立
v
郡
欲
v
仕

天

皇
許
可

然
後
建
v
郡
造
v
寺
(
後
略
)
」
に
記
す
寺
域
で
あ
ろ
う
。
こ
の
寺
は
越
智
郡
司
の
越

智
直
氏
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
お
り
、
郡
家
も
こ
の
付
近
で
あ
ろ
う
。
想
定
駅
路
に
近
い
式
内

社
の
樟
本
神
社
の
位
置
に
も
注
目
し
た
い
。

『
善
応
寺
文
書
』
(
包
に

「
在
所
目
立
花
郷
之
内
大
路
里
二
五
坪
北
ノ
ヨ
リ
」

と
記
さ
れ
る
立

花
郷
は
旧
立
花
村
に
そ
の
遺
称
名
を
残
す
が
、
想
定
駅
路
も
旧
村
域
に
入
る
こ
と
か
ら
、
大
路

旦
が
駅
路
に
沿
う
里
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
そ
の
里
は
第
十
四
図
の

A
か
B
の
い
ず
れ

第14図

か
で
あ
ろ
う
。
二
五
坪
が
立
花
郷
域
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
郷
境
は
想
定
駅
路
で
は
な
く
、
里

界
線
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

(4) 

土
左
国

『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
土
左
国
は
頭
駅
・
吾
椅
・
丹
治
川
三
駅
で
、
小
路
の
規
定
通
り
各
五

延
暦
廿
四
年
四
月
甲
辰
条
に
「
令
下
土
左
国
帯
ニ
駅
路
一
郡
加
申
置
伝
馬
五
疋
ム
。
以
ニ
新
聞
之
路
山
谷
峻

165 

深
-
也
o
」
と
あ
り
、
伝
馬
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
『
延
喜
式
』
に
は
記
載
さ
れ
な
い
の
で
、

v 
L. 

そ
れ
ま
で
に
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
で
は
伊
予
国
の
山
背
駅
も
含
め
て
考
え
て
み
た
い
。
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大
岡
駅
か
ら
別
れ
た
と
み
ら
れ
る
駅
路
は
新
宮
峰
を
越
え
て
土
左

国
に
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
背
駅
は
新
宮
村
の
馬
立
が
そ
の
遺

称
名
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
位
置
の
比
定
は
困
難
で
あ
る
が
、

お
そ
ら

く
銅
山
川
の
渡
河
地
点
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
下
付
か
ら
大
豊
村
の

立
川
ま
で
を
古
老
が
丹
治
川
越

2
〉
え
と
い
う
こ
と
か
ら
、

JL 

)11 
カミ

第15図

丹
治
川
の
転
批
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
丹
治
川
駅
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
立
川
の
中
心
地
で
あ
る

刈
屋
付
近
で
あ
ろ
う
。
吾
椅
駅
か
ら
次
の
頭
駅
に
は
赤
荒
峠
を
越
え
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
吾
椅
駅
は
吉
野
川
の
渡
河
地
点
と
な

る
下
津
野
か
上
奈
路
付
近
で
あ
ろ
う
。
赤
荒
峠
か
ら
は
一
度
穴
内
川
流
域
に
出
て
コ
ン
ニ
ヤ
グ
峠
を
越
え
て
高
知
平
野
に
入
り
、
土
左
国

府
に
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
頭
駅
は
読
み
か
た
か
ら
問
題
で
あ
る
が
、
『
和
名
抄
』
巻
三
に
「
首
頭
釈
名
目
首
脳
均
一
一
川
名
始
也
頭
」
と
あ

り
、
カ
ウ
ベ
と
呼
べ
ば
、
国
府
辺
即
ち
国
府
近
く
に
位
置
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
う
で
な
い
に
し
て
も
伊
予
国
の

越
智
駅
(
終
点
)
が
国
府
に
接
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
、
頭
駅
も
国
府
に
接
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
‘
き
で
あ
ろ
う
。
土
左
国
府

の
北
側
に
広
が
る
台
地
に
は
第
十
九
図
に
示
し
た
よ
う
に

I
l
K聞
を
通
称
官
道
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
、

H
点
か
ら
駅
路
が
出
発
し
た
の
で

は
な
い
か
と
憶
測
さ
れ
る
が
、
国
分
の
小
字
「
長
者
a
u
(
J点
)
」
も
駅
関
係
の
地
名
と
し
て
は
有
力
で
あ
る
。

三
、
-
廃
止
さ
れ
た
駅
路

『
延
喜
式
』
時
代
の
越
智
駅
に
比
定
さ
れ
る
「
御
厩
」
の
北
西
に
の
び
る
余
剰
帯
が
廃
止
さ
れ
た
駅
路
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ



---想定駅路(余剰j帯)

ーー--里界線と一致する
旧村境

近
と
す
る
と
阿
方
と
は
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。

伊予国風早郡の想定

駅路(延暦16年以前)
第16図

ぅ
。
こ
の
余
剰
帯
は
越
智
・
濃
満
郡
境
で
西
に
屈
折
し
て
も

旧
道
と
一
致
し
、
再
び
直
線
で
進
む
が
余
剰
帯
も
確
認
さ

れ
、
こ
れ
が
駅
路
祉
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
里
界
線
に

致
す
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
阿
方
は
『
和
名
抄
』

に
記
す
英
多
郷
の
遺
称
名
で
、
県
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
濃
満
郡
家
の
手
懸
り
は
な
い
。
式
内
社
の
野
間
神
社
付

風
早
郡
で
は
北
条
市
難
波
か
ら
粟
井
に
か
け
て
余
剰
帯
が
確
認
さ
れ
る
が
、

池
内
♀
〉
の
復
原
し
た
里
界
線
と
は
一
致
し
な
い
。

想
定

駅
路
に
大
師
橋
(
第
十
六
図
×
点
)
が
沿
う
の
も
旧
道
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
中
須
賀
の
通
称
松
ノ
木
(
マ
点
)

は
駅
に

関
連
す
る
地
名
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
風
早
郡
に
一
駅
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
郡
家
を
式
内
社
国
津
比
古
命

-
櫛
玉
比
売
命
神
社
付
近
と
す
れ
ば
、
中
西
の
小
字
「
松
木
(
ム
点
)
」
も
駅
関
連
地
名
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

松
山
平
野
で
は
真
北
を
さ
す
条
里
地
割
が
和
気
・
温
泉
・
久
米
・
浮
穴
五
郡
に
わ
た
っ
て
広
く
分
布
し
大
条
旦
区
を
形
成
し
て
い
る
。

余
剰
帯
は
松
山
市
の
馬
木
か
ら
松
前
町
出
作
付
近
(
重
信
川
付
近
の
耕
地
整
理
完
了
区
で
も
余
剰
帯
が
存
在
し
て
い
た
と
判
断
し
た
)
ま

で
の
約
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
松
山
市
の
森
松
か
ら
条
旦
の
東
限
で
あ
る
高
井
に
か
け
て
確
認
さ
れ
、
二
つ
の
余
剰
帯
が
駅
路
祉
と
解
さ

れ
る
。
後
者
の
余
剰
帯
(
第
十
七
図
に
も
示
し
た
よ
う
に
中
ノ
子
地
廃
寺
が
沿
い
、
小
字
「
浮
穴

(
I点
)
」
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

南海道の駅路167 

付
近
に
浮
穴
郡
家
が
想
定
さ
れ
る
)

は
森
松
で
終
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
西
に
続
き
前
者
の
余
剰
帯
に
接
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 A 
点

和
気
郡
の
馬
木
は
松
山
北
野
の
北
端
で
郡
名
を
負
う
和
気
に
接
す
る
こ
と
か
ら
、
駅
に
由
来
す
る
地
名
と
判
定
し
て
差
支
え
な
い
だ
ろ
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能
性
が
強
い
。

ぅ
。
志
津
川
の
旧
村
域
が
方
六
町
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
里
界
線
β
〉
が
容

易
に
推
測
さ
れ
る
が
、
想
定
駅
路
は

里
界
線
に
一
致
せ
ず
、
温
泉
・
伊
予

二
郡
で
も
同
様
〈
哲
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
第
十
七
図
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に

G
点
か
ら
東
に
分
岐
す
る
想
定

駅
路
も
伊
予
郡
で
は
里
界
線
に
一
致

し
な
い
。
し
か
し
浮
穴
郡
で
は
坪
並

の
復
原
が
で
き
ず
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
旧
村
境
か
ら
憶
測
す
れ
ば
、

や

は
り
里
界
線
に
一
致
し
な
か
っ
た
可

さ
て
、
二
つ
の
想
定
駅
路
の
分
岐
点
で
あ
る

G
点
付
近
に
駅
家
が
位
置
し
て
い
た
と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の

G
点
付
近
は

現
在
圃
場
整
備
を
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
昭
和
五
十
二
年
四
月
三
日
×
点
で
一
個
の
布
目
瓦
を
拾
っ
た
。
そ
の
南
二
町
に
は
出
作
の
小
字

「
伊
予
の
本
郷

(
F点
)
」
が
あ
り
、
近
く
に
式
内
社
の
伊
予
神
社
・
高
忍
日
売
神
が
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
布
日
瓦
出
土
地
が
伊
予
郡
家

に
想
定
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
。
『
伊
予
国
風
土
記
』
逸
文
に
よ
れ
ば
、
「
伊
予
国
風
土
記
日
伊
与
郡
白
ニ
郡
家
一
以
東
北
在
ニ
天
山
一



(
中
略
)
(
其
御
影
敬
礼

奉
ニ
久
米
寺
乙
」
と
あ
り
、
伊
予
郡
家
の
東
北
に
天
山
が
位
置
し
て
い
た
が
、
第
十
七
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

天
山
は

G
点
の
東
北
に
位
置
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
久
米
郡
に
属
す
る
天
山
が
ど
う
し
て
伊
予
郡
家
を
中
心
に
し
て
記
述
さ
れ
た
の
か
判
然

き

し

と
し
な
い
が
、
駅
路
の
分
岐
点
で
、
郡
家
・
駅
家
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
よ
く
眼
に
と
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
久
米
寺
は
来
住
(
お

そ
ら
く
吉
志
の
転
批
で
あ
ろ
う
)

の
長
隆
寺
廃
寺
門
的
〉
を
指
す
可
能
性
が
強
い
。
郡
家
は
来
住
の
北
に
あ
る
久
米
付
近
で
あ
ろ
う
。

次
に
出
作
か
ら
南
で
あ
る
が
、
伊
予
市
の
野
津
護
池

(
B点
)

か
ら
中
村
に
か
け
て
の
山
麓
に
沿
っ
て
約
三
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及

ぶ
直
線
状
の
道
路
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
が
駅
路
祉
と
判
断
さ
れ
る
。

一
部
旧
村
境
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
西
南
端
に
古
道
の
地

名
が
残
る
の
も
興
味
深
い
。
問
題
は

B
点
か
ら
以
北
で
あ
る
が
、
旧
道
の

C
l
D間
が

H
l
B
か
ら
の
延
長
線
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

Bー

c
l
D
l
E
の
駅
路
、
が
考
え
ら
れ
る
。

H
か
ら
先
は
長
浜
経
由
で
大
洲
に
至
る
ル
l
ト
と
犬
寄
峠
を
越
え
て
大
洲
に
至
る
ル
l
ト
が

考
え
ら
れ
る
が
、

先
行
性
流
路
で
あ
る
肱
川
流
域
を
で
き
る
限
り
避
け
た
と
す
れ
ば
犬
寄
峠
越
え
で
あ
ろ
う
。

大
洲
は
大
津
の
転
批
白
)

で
条
里
地
割
も
検
出
さ
れ
る
が
、
既
に
圃
場
整
備
が
完
了
し
余
剰
帯
の
確
認
が
で
き
な
い
。
大
洲
か
ら
は
久
米
を
へ
て
夜
毎
一
峠
を
越
え
八

幡
浜
に
達
し
、
こ
こ
か
ら
船
で
坂
円
津
白
〉
に
達
し
た
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
浮
穴
郡
の
余
剰
帯
東
端
か
ら
扇
状
地
・
台
地
を
通
り
重
信
町
の
三
嶋
神
社
に
か
け
て
約
六
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
直
線
状

南海道の駅路

の
道
路
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
が
駅
路
祉
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
ル

l
ト
が

A
点
か
ら
北
西
に
屈
折
し
て
い
る
の
は
重
信
川
の
氾
濫
を

途
中
に
来
米
部
小
楯
岳
〉
の
墓
と
い
わ
れ
る
矯
磨
塚
(
前
方
後
円
墳
)

避
け
た
た
め
と
み
ら
れ
、

の
前
を
通
る
。

嶋
神
社
か
ら
再
び
東

に
屈
折
し
北
方
に
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
直
線
状
の
道
路
痕
跡
が
上
古
市
付
近
に
認
め
ら
れ
る
。
北
方
か
ら
は
井
内
峠
を
越
え
て
仁
淀
川

の
支
流
で
あ
る
直
瀬
川
・
東
川
川
の
谷
を
通
り
、
境
野
峠
を
越
え
て
土
左
国
に
入
り
、
再
び
仁
淀
川
の
支
流
で
あ
る
用
居
川
・
狩
山
川
の

169 

谷
を
へ
て
大
峠
を
越
え
、
さ
ら
に
仁
淀
川
支
流
の
小
川
川
・
上
八
川
沿
い
に
下
り
、
柏
原
か
ら
仁
淀
川
の
本
流
沿
い
に
出
て
伊
野
に
達
し
、
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土左国香美・長岡郡の想定駅路(延暦16年以前)

で
は
尾
根
を
通
り
、
河
川
沿
い
で
は
支
流
の
勾
配
の
き
っ
く
な
い
谷
を

通
り
、
本
流
の
渓
谷
部
を
避
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

土
左
国
で
は
香
美
・
長
岡
郡
に
余
剰
帯
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
が
駅
路

祉
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
二
郡
と
も
里
界
線
と
は
一
致
し
な
い
。
ま
た
余

剰
帯
に
沿
っ
て
岩
村
の
小
字
「
大
領
(
第
十
八
図
C
点
)
・
西
大
領

(
B

点
)
」
、
近
く
に
は
山
田
の
小
字
「
宮
毛
田

(
A点
ど
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
香
美
郡
家
が
想
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
想
定
駅
路
の
西
端
か
ら
台

地
が
広
が
る
が
、
こ
こ
で
も
直
線
で
西
に
進
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
土
左

そ
こ
で
国
府
域
を
方
六
町
自
)

国
府
に
達
す
る
。

(
第
十
九
図
A
I
B

c
l
D
)
と
す
る
と
、
想
定
駅
路
が
国
府
域
の
東
南
隅
に
達
し
、
国

府
域
を
通
っ
て
西
北
に
抜
け
る
が
、
第
十
九
図
に
示
し
た
よ
う
に

O
点

第18図

か
ら

N
点
に
か
け
て
想
定
駅
路
と
方
位
を
同
一
と
す
る
土
地
割
(
小
川
)

が
あ
り
、
か
つ
て
の
駅
路
祉
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
Q
点

す
ぐ
み
ち

に
「
直
道
」
、
が
あ
り
、

」
れ
は
駅
路
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「
国
庁
前

(
a
点
)
L

の
Z
点
を
通
称
「
う
ま
や
の
し
り
」
白
)
と
い
う
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の
は
国
府
に
設
け
ら
れ
た
駅
家
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
国
街
域
(
回
)
を

E
|
F
i
G
H
の
方
二
町
域
と
す
れ

ば
、
「
う
ま
や
の
し
り
し
か
ら
北
に
の
び
る
小
径
は
国
府
域
を

南
北
に
二
分
す
る
中
軸
線
と
な
る
。
さ
ら
に

P
点
か
ら
下
つ

た

m
点
に
国
分
川
の
水
運
を
利
用
す
る
渡
津
を
考
え
れ
ば
、

国
府
に
変
則
的
な
十
字
街
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
に
駅
家
が
位

置
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
国
分
寺
は

g

J

・J
l

h
に
土
塁
が
残
る
こ
と
か
ら
、
寺
域
は
I
l
k
-
L
|
M
の

方
二
町
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
国
分
の
小
字
「
且
ノ
上

(
f

点
)
」
は
長
岡
団
(
団
名
憶
測
)
に
由
来
す
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。
須
恵
器
が
広
範
囲
に
散
布
し
て
い
る
。
総
社
は

国
分
の
小
字
「
惣
社
(
e
点
)
」
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
香
美
郡
余
剰
帯
の
東
端
か
ら
直
線
を
物
部
川
に
の

ば
す
と
式
外
社
の
壊
留
神
社
品
)
が
沿
う
こ
と
に
な
る
。
こ

こ
に
祭
記
さ
れ
た
根
拠
は
お
そ
ら
く
駅
路
が
物
部
川
を
渡
る

の
で
、
駅
路
の
地
点
が
決
壊
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
た
め

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
い
に
し
て
も
物
部
川
の
右

岸
近
く
ま
で
余
剰
帯
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
想
定
駅
路
が
物
部
川
を
横
切
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
土
左
国
府
か
ら
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圏直『延喜式』当時の駅路

延暦16年以前の駅路

口『延喜式』当時の駅

回国府

コ峠

図国府内の駅

図国府内の駅(延暦16年以前)

東
の
駅
路
が
物
部
川
・
那
賀
川
ル

I
ト
と
す
れ
ば
、
物
部
川
流
域
で
は
な
く
、

台
地
沿
い
に
東
進
し
た
可
能
性
が
強
い
。

物
部
川
左
岸
以
東
に
も
条
里
地
割
が
展
開
す
る
が
、
地
割
が
整
然
と
し
な
い

た
め
余
剰
帯
の
確
認
は
困
難
で
あ
る
。
安
芸
郡
に
も
条
里
地
割
が
あ
る
が
余
剰

南海道における駅路の変遷

帯
は
確
認
さ
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
海
岸
沿
い
に
東
進
し
、
阿
波
国
に
達
し
た
と

み
ら
れ
る
。

阿
波
国
で
は
牟
岐
川
・
日
和
佐
川
・
福
井
川
等
の
谷
を
通
り
、
那
賀
川
下
流

域
自
〉
に
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
那
賀
川
・
勝
浦
川
流
域
に
条
里
地
割
が
散
在

す
る
が
、
余
剰
帯
は
確
認
さ
れ
な
い
。

以
上
、
廃
止
さ
れ
た
駅
路
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
廃
止
さ
れ
た
駅
の
位
置
を

第20図

憶
測
し
て
み
る
と
、
伊
予
国
で
は
佐
方
(
濃
満
郡
)
・
北
条
(
風
早
郡
)
・
馬
木

(
和
気
郡
)
・
伊
予
郡
家
(
伊
予
郡
)
・
川
上
(
久
米
郡
了
直
瀬

au(浮
穴
郡
)

-
東
古
味
(
浮
穴
郡
)
・
中
村
(
伊
予
郡
)
・
中
山
(
宇
和
郡
)
・
大
洲
自
)
(
宇

和
郡
)
・
八
幡
浜
(
宇
和
郡
)
、
土
左
国
で
は
大
影
(
吾
川
郡
)
・
池
川
(
吾
川

郡
)
・
広
瀬
(
吾
川
郡
)
・
柏
原
(
吾
川
郡
)
・
鴨
部
白
〉
(
土
左
郡
)
・
国
府
(
長

岡
郡
)
・
夜
須
(
香
美
郡
)
・
安
芸
白
〉
(
安
芸
郡
)
・
奈
半
利
必
〉
(
安
芸
郡
)
・
室

戸
(
安
芸
郡
)
・
佐
喜
浜
(
安
芸
郡
)
・
甲
浦
(
安
芸
郡
)
、
阿
波
国
は
駅
の
数



が
わ
か
ら
な
い
が
五

1
六
駅
で
あ
ろ
う
。

四
、
ま
と
め

廃
止
さ
れ
た
駅
路
と
『
延
喜
式
』
時
代
の
駅
路
か
ら
考
え
て
、
奈
良
時
代
の
駅
路
が
瀬
戸
内
海
に
沿
う
ル

1
ト
と
想
定
伊
予
郡

家
か
ら
分
れ
て
土
左
国
を
通
り
室
戸
を
へ
て
阿
波
国
に
至
る
ル
l
ト
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
伊
予
・
阿
波
二
国
か
ら
土
左
国

)
 
-(
 

に
至
る
ル
l
ト
が
廃
止
さ
れ
た
の
ち
に
、
新
し
く
聞
か
れ
た
立
川
越
え
の
ル

1
ト
が
、
峠
前
後
で
は
尾
根
づ
た
い
に
そ
の
他
で
は
支
流
の

勾
配
の
き
っ
く
な
い
谷
沿
い
に
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
廃
止
さ
れ
た
駅
路
も
山
間
地
で
は
同
様
の
ル
l
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
(2) 

余
剰
帯
が
四
国
に
確
認
さ
れ
た
が
、
坪
並
の
復
原
さ
れ
る
各
郡
を
国
ご
と
に
み
て
み
る
と
、
讃
岐
国
で
は
す
べ
て
想
定
駅
路
が
里

界
線
と
一
致
す
る
の
に
、
伊
予
国
で
は
周
敷
郡
以
外
は
一
致
せ
ず
、
土
左
・
阿
波
国
で
も
一
致
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、

「コ

の
条
旦
区
で
条
里
に
よ
る
直
線
状
の
郡
境
で
は
伊
予
・
土
左
二
国
で
は
里
界
線
の
組
離
が
み
ら
れ
る
の
に
讃
岐
国
で
は
み
ら
れ
な
い
こ
と

も
判
明
し
た
。

南海道の駅路

(3) 

余
剰
帯
が
条
里
と
は
別
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
駅
路
が
条
里
に
先
行
し
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
四
国
の
国
府
が
駅
路
を
中
心

に
し
て
設
定
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。

註
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(
1
)
 

(
2
)
 
藤
岡
謙
二
郎
『
国
府
』
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
四
年
、
二
三
六
頁
。

松
田
寿
男
『
丹
生
の
研
究
|
歴
史
地
理
学
か
ら
見
た
日
本
の
水
銀
1
』
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
四
五
年
、
二
六
三
頁
に
丹
字
を
舟
と
誤
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写
す
る
場
合
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
舟
川
は
丹
川
の
誤
り
と
な
る
。

こ

づ

(
3
)

木
津
観
音
堂
を
木
津
江
寺
(
古
津
上
山
)
と
呼
ぶ
。

(
4
)

木
津
の
小
字
「
孫
右
衛
門
(
貯
水
池
)
」
付
近
に
古
墳
群
が
あ
り
、
こ
れ
よ
り
東
で
は
土
佐
泊
、
西
で
は
二
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
姫
回

に
な
る
。

(
5
)

姫
田
の
小
字
「
馬
越
」
が
沿
う
。
こ
れ
も
駅
路
に
関
連
す
る
地
名
と
み
ら
れ
る
。

(
6
)

郡
司
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
二
年
六
月
戊
辰
条
に
板
野
郡
を
出
自
と
す
る
凡
直
、
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
四
年
九
月
廿
三

日
己
丑
条
に
、
同
じ
く
凡
直
が
み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
粟
国
造
の
一
族
で
、
彼
等
が
郡
司
に
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

(
7
)

鳴
門
市
教
育
委
員
会
蔵
。

(
8
)

鳴
門
市
遺
跡
分
布
図
に
よ
る
。

(
9
)

服
部
昌
之
「
阿
波
条
旦
の
復
原
的
研
究
」
、
『
人
文
地
理
』
十
八
巻
五
号
、
昭
和
田
一
年
一
ー
l
二
十
頁
。

(
叩
)
木
下
良
「
国
府
と
条
里
の
関
係
に
つ
い
て
」
『
史
林
』
五

O
巻
五
号
昭
和
田
二
年
八
二
頁
。

(
U
)

坪
付
小
字
名
は
存
在
し
な
い
。
大
内
郡
家
は
白
鳥
廃
寺
付
近
か
。

(
ロ
)
実
地
踏
査
で
大
谷
に
通
称
「
八
ノ
坪
」
が
確
認
さ
れ
た
。
想
定
駅
路
が
里
界
線
と
一
致
す
れ
ば
、
坪
並
で
は
八
ノ
坪
に
な
る
。

(
日
)
駅
に
関
す
る
地
名
と
み
ら
れ
る
が
、
『
延
喜
式
』
に
該
当
す
る
駅
は
な
い
。

(
M
)

高
重
進
「
讃
岐
の
条
里
」
、
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
五
巻
一
号
昭
和
四
十
年
一
1
1
二
十
頁
。

(
日
)
実
地
踏
査
で
宮
西
の
小
字
「
広
瀬
」
に
通
称
「
五
ノ
坪
」
が
確
認
さ
れ
た
が
坪
並
で
は
十
三
了
十
四
・
廿
三
・
廿
四
坪
に
ま
た
が
る
。

(
凶
)
藤
岡
謙
二
郎
編
『
日
本
歴
史
地
理
総
説
』
古
代
編
、
昭
和
五
十
年
、
一
一
七
頁
、
戸
祭
由
美
夫
執
筆
の
部
分
。
鴨
部
に
小
字
「
九
条
」
が
あ

り
、
こ
こ
を
九
条
と
す
れ
ば
、
十
六
条
と
な
る
。

ひ

ょ

だ

に

(
口
)
氷
上
の
小
字
「
氷
代
谷
」
か
。
近
く
に
は
式
内
社
の
鰐
河
神
社
が
あ
る
。

(
山
崎
)
創
建
は
万
寿
年
間
と
い
う
。

(
m
m
)

境
内
説
明
文
に
よ
れ
ば
、
和
銅
二
年
の
創
建
と
い
う
。

(
却
)
木
下
良
「
国
府
の
「
十
字
街
」
に
つ
い
て
」
『
鹿
史
地
理
学
紀
要
』
十
九
昭
和
五
二
年
十
三

l
十
六
頁
。

(
剖
)
出
石
一
雄
「
讃
岐
の
古
代
中
心
地
域
に
お
け
る
条
里
と
国
府
」
、
『
五
色
台
の
自
然
』
一
呑
川
県
自
然
科
学
館

昭
和
四
九
年

一
一
一
一
|
三
九



南海道の駅路

頁。

(
幻
)
前
掲
、
註
(
却
)
。

(
お
)
第
六
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
想
定
さ
れ
る
駅
路
に
沿
っ
て
、
前
方
後
円
墳
・
古
墳
群
が
あ
り
、
早
く
か
ら
聞
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
古
墳

等
に
つ
い
て
は
川
畑
姐
の
御
教
示
に
よ
る
。

(
剖
)
藤
岡
謙
二
郎
編
『
地
形
図
に
歴
史
を
読
む
』
第
五
集
大
別
堂
昭
和
四
七
年
二
九
頁
足
利
健
亮
執
筆
の
部
分
。

(
お
)
前
掲
、
註
(
日
)
。

(
部
)
下
流
に
旧
道
が
あ
り
、
こ
こ
に
か
か
る
橋
を
下
車
橋
と
い
う
の
で
、
区
別
す
る
た
め
に
つ
け
た
と
い
わ
れ
る
。
近
く
に
馬
頭
観
音
が
あ
る
。

(
幻
)
前
掲
、
註
(
臼
)
。

(
犯
)
前
掲
、
註
(
凶
)
一
一
八
頁
。

(
却
)
現
地
の
古
老
の
話
に
よ
る
。

(
鈎
)
高
重
進
「
讃
岐
国
多
度
郡
に
お
け
る
里
の
成
立
l
園
地
の
規
模
と
の
関
連
に
お
け
る
|
」
、
『
広
島
大
学
紀
要
』
二
四
巻
二
号
昭
和
三
八
年

二
七
七

l
二
九
六
頁
。
通
称
名
は
山
階
に
「
八
ノ
坪
」
が
あ
り
、
坪
並
の
八
ノ
坪
と
一
致
す
る
。

(
M
U
)

善
通
寺
市
教
育
委
員
会
の
御
教
示
に
よ
る
。

(
沼
)
多
度
津
町
の
一
一
一
井
に
比
定
す
る
説
も
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
余
剰
帯
は
確
認
さ
れ
な
い
。

(
お
)
日
野
尚
志
「
讃
岐
国
刈
田
郡
に
お
け
る
官
道
(
南
海
道
)
と
条
里
、
郷
と
の
関
連
に
つ
い
て
」
、
『
東
北
地
理
』
第
二
八
巻
二
号
昭
和
五
一
年

一
五
三
|
一
六
一
頁
。

(
但
)
池
内
長
良
「
伊
予
の
条
皇
制
研
究
と
そ
の
現
状
(
2
)
」
、
『
伊
予
史
談
』
一
六
七
昭
和
三
七
年
六
頁
。

(
部
)
『
平
安
遺
文
』
第
五
巻
。
一
一
一
五
六
・
二
一
五
七
東
京
堂
出
版
昭
和
四
九
年
。

(
訪
)
前
掲
、
註
(
担
)
七
頁
。
た
だ
し
、
地
籍
図
の
方
位
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

(
幻
)
新
居
浜
市
教
育
委
員
会
の
御
教
示
に
よ
る
。

(
お
)
『
観
念
寺
文
書
』
、
伊
予
史
料
集
成
刊
行
会
昭
和
田
三
年
一
一
一
一
一
一
良
。

(
却
)
坪
付
小
字
名
は
比
較
的
多
く
、
石
田
に
「
市
ノ
坪
」
、
池
田
に
「
市
ケ
坪
」
、
玉
之
江
に
「
市
ケ
坪
」
、
新
屋
に
「
一
一
一
ケ
坪
」
が
あ
る
。
な
お
実

地
踏
査
に
よ
っ
て
、
新
屋
敷
「
大
黒
」
を
通
称
ご
ノ
坪
」
と
い
う
こ
と
を
確
め
た
。
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(
必
)
厳
密
に
は
北
西
隅
を
一
ノ
坪
、
北
東
隅
を
三
十
六
ノ
坪
と
す
る
千
烏
式
も
考
え
ら
れ
る
が
、
伊
予
国
で
復
原
さ
れ
た
坪
並
を
み
る
と
、
川
の
上

流
か
ら
下
流
に
か
け
て
一
ノ
坪
か
ら
六
ノ
坪
が
進
み
、
七
ノ
坪
に
は
一
ノ
坪
か
ら
み
れ
ば
必
ず
右
に
折
返
し
て
い
る
こ
と
か
ら
周
敷
郡
と
同
一
と

判
断
し
た
。

(
H
U
)

軒
先
瓦
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
奈
良
時
代
以
前
か
も
し
れ
な
い
。

(
必
)
片
山
h

又
一
郎
「
今
治
平
野
の
条
旦
と
伊
予
国
府
」
「
人
文
地
理
』
十
三
巻
二
号
昭
和
三
六
年
四
二

l
四
八
頁
。

(
川
町
)
『
伊
予
史
料
集
成
』
二
巻
、
伊
予
史
料
集
成
刊
行
会
編
昭
和
四
十
年
一
五
四
頁
。

(
H
H
)

川
之
江
市
教
育
長
仙
波
頼
董
の
御
教
一
示
に
よ
り
知
っ
た
の
で
、
後
ち
に
現
地
で
確
認
し
た
。

(必
)

j
点
の
南
に
は
「
泉

(
i
点
と
が
あ
り
、
湧
水
地
で
あ
る
。

(
必
)
池
内
長
良
「
伊
予
の
条
皇
制
研
究
l
伊
予
・
温
泉
・
夙
早
・
越
智
郡
の
場
合
|
」
、
『
伊
予
史
談
』
一
四
五
昭
和
三
二
年
四
頁
。

(
幻
)
坪
付
小
字
名
は
高
市
に
「
市
ノ
坪
」
、
大
内
に
「
東
二
ノ
町
・
西
二
ノ
町
」
、
吉
藤
に
「
市
ノ
坪
」
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
来
の
位
置
か
ら
ず

れ
て
い
る
。

(
必
)
前
掲
、
註
(
必
)
一
|
一
一
一
頁
。

(
必
)
大
山
正
風
「
伊
予
長
隆
寺
社
の
発
掘
調
査
の
概
要
」
、
『
愛
媛
文
化
』
六
号
昭
和
四
二
年
一
五
一

l
一六

O
頁。

(
印
)
吉
田
東
伍
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
喜
多
郡
大
洲
条
。

(
日
)
『
続
日
本
紀
』
霊
亀
二
年
五
月
辛
卯
条
に
「
大
宰
府
言
。
豊
後
伊
予
二
国
之
界
。
従
来
置
v
成
不
v
許
ニ
往
還
4

但
高
下
尊
卑
。
不
v
演
v
無
別
o
E
-
一

五
位
以
上
差
v
使
往
還
不
v
在
ニ
禁
限
ご
と
あ
り
、
往
来
が
伊
予
・
豊
後
間
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
な
お
『
大
日
本
古
文
室
田
』
家
わ
け
第

四
、
石
清
水
文
書
之
二
、
一
二
八
六
、
八
幡
大
神
宮
司
解
に
「
天
平
神
護
元
年
閏
十
月
八
日
、
従
三
位
大
弐
巨
石
川
豊
成
賛
勅
書
、
向
大
神
宮
、
大

神
詑
宣
有
其
員
、
其
次
事
別
天
宣
久
、
吾
北
田
伊
予
国
宇
和
乃
郡
往
還
之
時
(
後
略
)
」
と
あ
る
宇
和
郡
は
八
幡
浜
へ
の
往
還
を
指
す
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
宇
和
郡
家
は
戸
島
の
郡
に
比
定
さ
れ
、
小
字
名
に
「
コ
オ
リ
・
郡
浜
ノ
上
・
郡
浜
・
郡
長
畑
・
郡
峰
・
郡
登
尾
・
郡
小
谷
」
が
あ
る
。

(
臼
)
『
日
本
書
紀
』
清
寧
天
皇
二
年
冬
十
一
月
条
に
「
山
部
連
先
祖
伊
与
来
目
部
小
楯
」
と
あ
る
。

(
回
)
藤
岡
謙
二
郎
『
都
市
と
交
通
路
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
、
大
明
堂
昭
和
四
二
年
三
一
|
三
二
頁
。

(
口
出
)
現
地
で
の
聴
取
り
調
査
に
よ
る
。
そ
の
他
に
く
げ
(
お
そ
ら
く
公
癖
の
転
批
で
あ
ろ
う
、

d
点
)
、
宝
憧
寺
(
寺
祉
か
、

を
知
っ
た
。
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(
日
)
国
街
域
は
七
反
田

(
U
)
・
金
ナ
屋

(
T
)
・
松
ノ
下

(
S
)
・
神
ノ
木

(
W
)
・
神
ノ
木
戸

(
V
)
・
内
日
吉

(
X
)
・
国
庁

(
Y
)
を
含
方
二

町
域
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
で
は
府
中

(
b
)
・
内
裏

(
R
)
の
小
字
名
も
あ
る
。

(
回
)
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
十
月
四
日
辛
卯
条
に
「
授
ニ
土
左
国
正
六
位
上
堰
留
神
。
石
留
神
並
従
五
位
下
ご
と
あ
る
の
が
初
見
で
、
石
留

神
社
は
堰
留
神
社
の
北
東
十
四
・
五
町
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
河
川
敷
に
な
っ
て
い
る
。

(
貯
)
那
賀
郡
家
は
阿
南
市
宝
岡
の
小
字
「
郡
」
に
比
定
さ
れ
、
そ
の
西
六
町
に
は
奈
良
時
代
の
創
建
と
み
ら
れ
る
立
善
寺
廃
寺
祉
が
あ
る
。

(
回
)
小
字
に
「
馬
門
」
が
あ
る
。

(
印
)
宇
和
郡
か
ら
独
立
し
た
喜
多
郡
の
中
心
地
と
み
ら
れ
、
大
洲
駅
に
近
い
中
村
に
惣
社
大
明
神
が
祭
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
郡
家
も
こ
の
付
近
に

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(ω)
式
内
社
の
郡
頭
神
社
が
あ
り
、
郡
家
も
鳴
部
に
比
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
飢
)
安
芸
郡
家
は
玉
造
の
「
寿
正
院
」
か
、
そ
の
西
南
三
町
に
は
「
ミ
ヤ
ケ
ダ
」
の
小
字
名
も
あ
る
。
な
お
、
川
北
の
小
字
「
横
田
」
を
通
称
「
厩

尻
」
と
い
い
、
散
布
地
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
駅
祉
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
他
「
馬
越
」
地
名
も
あ
る
。

(
句
)
奈
良
時
代
の
創
建
と
み
ら
れ
る
コ
ゴ
ロ
グ
廃
寺
祉
が
あ
る
。
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